
令和 5 年度下水道事業会計当初予算の概要 

 

当初予算の状況 

雨水や汚水を処理し、水を再生するために必要な経費とその財源【税込】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水管や下水処理場などの施設を建設・改良するために必要な経費とその財源【税込】 

  

人件費 

17 億 6,236 万 9 千円 

収支差（黒字） ※3 
12億 9,048万 4千円 

支 出  286 億 1,667 万 3 千円 

（前年度に比べ 6.6％の増） 

 

施設を建設・改良する際の 

借入金の利息 

29 億 5,458 万 7 千円 

収 入  299 億 715 万 7 千円 

（前年度に比べ 1.3％の増） 

 

利用者からの下水道使用料 

158億 9,201万 3千円 

補助金等の収益化 ※1 

60 億 928 万 9 千円 

その他 
4億 5,188万 5千円 

雨水処理経費に対する 

一般会計からの繰入金等（税金） 

75 億 5,397 万円 

その他 
10億 447万 8千円 

内部留保資金 ※4 
121億 4,436万 1千円 

一般会計からの出資金（税金） 
3億 6,323万円 

施設の減価償却費等 ※2 

157億 4,197万 8千円 

施設を建設・改良するための費用 
163億 550万 2千円 

その他 
6万 5千円 

国からの補助金 
50億 4,200万円 

施設を建設・改良する際の借入金の元金返済 
176億 1,780万 2千円 

※4 内部留保資金：減価償却費など現金支出を伴わない費用により生じた資金であり、 
その資金で不足を満たします。 

収 入   217 億 7,900 万 8 千円 

（前年度に比べ 8.1％の増） 

 

施設を建設・改良するための借入金 
153億 6930万円 

支 出  339 億 2,336 万 9 千円 

（前年度に比べ 2.6％の増） 

 

※1 補助金等の収益化：下水管等の建設のために収入した補助金等のうち、 
当該施設の減価償却費に見合う額を収益として計上しています。 

※2 減価償却費等：取得した財産が 1 年間に減少した経済的価値を経費として算定したものです。 
※3 収支差（黒字）：収入と支出の差であり、消費税及び地方消費税を除いた純利益は 

3 億 2,349万 1 千円となります。 

施設の維持管理経費等 

81 億 5,773 万 9 千円 


